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✓小型高精度電流センサ開発

✓異常診断アルゴリズム構築

✓フィールド実証で90%以上の
精度を確認

本事業の成果

→ 既設設備に後付け可能な低コスト異常診断を実現



事業概要
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3. 実施期間

2023年10月1日～2026年3月31日

1. 背景

⚫ 小規模太陽光は監視が不十分

⚫ 点検コストが高く異常の見逃しが発生

4. 研究開発チーム

2. 目的

ストリング単位で発電状態を可視化し、

異常箇所を迅速に特定できる診断システムの実用化

株式会社シーディエヌ（代表提案者）

株式会社興電舎（共同提案者）

宮崎県工業技術センター（共同研究機関）

センサ・装置開発（中核技術）

クラウド・診断システム

評価・試作支援



事業概要
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5. 開発目標

① 小型高精度電流センサの開発およびと後付け可能な電流測定装置の開発

• 小型高精度電流センサの開発

• 後付け可能な電流測定装置の開発

② 電流測定装置とクラウドによるデータ解析技術の統合

• フィールド実証による現場適用性の確認

• 運用性の評価、異常診断精度の検証

③ 異常診断システムの現場適用性、運用性の評価

• クラウドによるデータ解析技術の構築

• これらを統合した異常診断システムの構築





①小型高精度電流センサの開発およびと後付け可能な電流測定装置の開発
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本事業で開発した小型高精度電流センサ
開発品 市販品

既設設備への
後付けを実現！

測定項目 開発品 市販品

厚み 約 14mm 約 28mm

電流測定範囲 ±10A ±50A

測定精度 0.1A 0.5A

重量 60g 130g

性能・仕様の比較

✓ 厚み  1/2

✓ 精度  5倍

接箱内のケーブルへ
簡単にクランプ接続
できます。

PCS直下のケーブル
にも離線しないでク
ランプ接続できます。
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特許第6869599号 
電流センサおよび電流測定装置並びに太陽電池ストリング用電流測定システム

意匠第1701137号 
電流センサ

開発した電流センサを搭載した電流測定装置を開発した。

測定項目 回路数 備 考

電流測定(直流） 8ch ８ストリング ※

電圧測定（直流） 1ch

電流測定(交流) 2ch
パワーコンディ
ショナ用

日射強度 1ch

温度 1ch 気温計測用

電流測定装置の主な仕様

※ 太陽電池パネルを直列接続した回路数

①小型高精度電流センサの開発およびと後付け可能な電流測定装置の開発

電流測定装置の開発

知的財産

















15

電気技術者向けデモ会の様子

●ハードウェア量産化 → 製造パートナーの確保

●システム性能・スケーラビリティ → データ量増加対策

●ビジネスモデル確立 → O&M企業との連携

今後の展開・事業化見通し

課題と今後の取組み

事業化見通し

・2027年内の販売に向けて～・商品化に向けた最終調整

2026年 2027年
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ご清聴ありがとうございました。


